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一
、
鉄
砲
六
挺

内
三
挺
猟
師
筒

三
挺
お
ど
し
筒

一
、
纏
一
本

一
、
高
張
提
灯

一
本

一
、
受
数
二
十
九
ヶ
所

一
、
米
三
斗

仕
舞
た
屋

大
工
一
人

一
、
招
華
山
正
法
寺(

太
田
大
泰
寺
末
寺)

禅
宗
臨
済
宗

一
、
秀
田
庵

(

右
同)

一
、
氏
神
宇
佐
八
幡

以
上

文
政
元
年

寅
六
月

庄
屋

森
右
ヱ
門

明
治
七
年
一
月
調

管
轄
表

(

佐
部
村)

副
戸
長

地
中
佐
平
治

本
田
反
別
十
七
町
一
反
四
畝
九
歩

貢
米
百
二
石
一
斗
七
升
七
合

新
田
反
別
二
町
一
反
十
八
歩

米
三
石
七
斗
三
升
七
合

藪
反
別
九
畝
二
十
六
歩
五
厘

金
二
十
六
銭
六
厘

総
計
反
別
十
九
町
三
反
四
畝
二
十
三
歩
五
厘

貢

米
百
五
石
九
斗
一
升
四
合

雑
税

口
米
二
石
一
斗
一
升
八
合

貢

金
二
十
六
銭
六
厘

雑
税

牛
馬
売
買
税
一
円

総
戸
数
四
十
六
軒

人
員
二
百
十
一
人

男

百
四
十
二
人

女

百
二
十
二
人

末
寺

一

農
戸
数
四
十
五
軒

人
員
二
百
六
十
一
人

男
百
三
十
九
人

女
百
二
十
二
人

雑
業
戸
数

一
人
員
五
人

男
三
人

女
二
人

牛
二
十
六
頭

牡
十
二
頭

牝
十
四
頭

副
戸
長

一
人

穀
倉

一
ヶ
所

明
治
七
年
一
月
調

管
轄
表

(

上
田
原
村)

副
戸
長

畑
中
甚
三
郎

本
田
反
別
二
十
一
町
二
反
八
畝
一
歩
五
厘

貢
米
百
五
石
二
斗
一
合

新
田
反
別
八
町
四
反
三
畝
九
歩

貢
米
十
五
石
九
斗
六
升
一
合

藪
反
別

七
反
五
畝
二
十
三
歩

貢
金

一
円
四
銭
三
厘

総
計

三
十
町
四
反
七
畝
三
歩
五
厘

貢
米

百
二
十
一
石
一
斗
六
升
一
合

貢
金

一
円
四
銭
三
厘

雑
税

口
米

二
石
四
斗
二
升
三
合

牛
馬
売
買
税

一
円

総
戸
数

六
十
軒

人
員
二
百
七
十
六
人

男

百
四
十
七
人

女

百
二
十
九
人

神

社
一

末

社
一

農
戸
数

二
十
五
軒

人
員
百
四
十
三
人

男

七
十
六
人

女

六
十
七
人

雑
業
戸
数
三
十
五
軒

人
員
百
三
十
三
人

男

七
十
一
人

女

六
十
二
人

牛
三
十
六
頭

牡

三
十
五
頭

牝

一
頭

古
城
跡

一

城
山

穀

倉

一
ヶ
所

副
戸
長

一
人

第
六
章

産
業

一
、
職
業
別
戸
口

本
村
は
農
業
を
以
て
主
要
生
業
と
し
之
を
本
業
と
す
る
者
二
百
三
十
三
戸

副
業
と
す
る
者
百
五
十
戸
合
計
三
百
八
十
三
戸
に
し
て
殆
ど
全
戸
数
の
九
割

に
及
べ
り
。
漁
業
は
本
業
者
六
十
八
戸
副
業
者
三
十
一
戸
に
し
て
近
時
著
し

く
減
ぜ
り
。
林
業
者
は
本
業
者
十
七
戸
副
業
者
二
十
戸
、
商
業
者
は
本
業
者

二
十
三
戸
副
業
者
三
十
六
戸
、
鉱
業
者
は
本
業
者
十
四
戸
副
業
者
九
戸
、
交

通
業
は
本
業
者
七
戸
副
業
者
三
戸
其
他
の
者
は
本
業
四
十
三
戸
副
業
三
十
七

戸
に
し
て
無
職
業
者
は
皆
無
な
り
と
す
。(

大
正
六
年
調)

尚
左
に
最
近
の
統
計
を
示
す
。
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職
業
別
戸
数

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

農
業

本
業

二
三
二

二
三
二

二
三
三

二
三
三

副
業

二
一
八

一
五
○

一
五
○

林
業

本
業

一
六

一
六

一
七

一
五

副
業

一
○

二
○

二
○

二
○

漁
業

本
業

七
一

七
二

六
八

六
六

副
業

二
四

三
一

三
○

工
業

本
業

一
三

一
四

一
四

一
四

副
業

九

九

九

九

商
業

本
業

三
四

三
四

三
三

三
四

副
業

三
四

三
四

三
六

三
六

交
通
業
本
業

六

六

七

七

副
業

二

三

三

三

公
務
及
本
業

一
八

一
八

一
八

一
七

自
由
業
副
業

一
二

一
二

一
二

一
二

其
他
の
本
業

五
二

五
二

四
三

三
九

有
業
者
副
業

三
七

三
七

三
七

三
五

合
計

本
業

四
四
二

四
四
四

四
三
三

四
二
五

副
業

五
七

三
五
七

二
九
八

二
九
五

(

農
業
者
の
内
に
は
牧
畜
、
養
蚕
業
を
分
有
し
林
業
者
の
内
に
は
狩
猟

業
を
含
有
す
。
無
職
業
者
皆
無
な
り
と
す
。)

二
、
農
業

農
業
は
近
時
著
し
く
発
達
せ
り
。
其
の
二
三
を
左
に
概
記
す
べ
し
。

肥
料
の
改
良

肥
料
は
従
前
は
共
有
原
野
を
年
々
早
春
の
候
之
を
焼
払
い
春
夏
の
候
其
の

青
草
を
刈
り
取
り
て
或
は
秣
草
と
し
或
は
堆
積
肥
料
と
な
し
来
れ
る
も
近
来

原
野
は
植
林
地
と
変
じ
た
る
を
以
て
農
業
肥
料
の
源
泉
を
途
絶
せ
ら
る
る
に

至
り
、
明
治
二
十
年
前
後
に
於
け
る
耕
地
地
力
に
疲
憊
は
全
く
之
に
原
因
す

る
も
の
な
り
。
其
後
農
民
の
自
覚
に
依
り
て
施
肥
の
改
良
と
地
力
の
恢
復
と

を
唱
え
漸
次
金
肥
を
施
す
者
増
加
し
来
り
、
肥
料
に
要
す
る
費
額
も
少
か
ら

ざ
る
に
至
れ
り
。
農
家
経
済
上
甚
だ
不
利
益
な
る
を
以
て
近
来
は
緑
肥
堆
肥

の
製
造
に
力
を
注
ぐ
に
至
れ
り
。

緑
肥
用
作
物

大
正

五
年

大
正

六
年

大
正

七
年

紫
雲
英

作
付
反
別(

田
反)

四
○

五
五

五
一

げ

ん

げ

収
穫
高(

匁)

三
○
○
○
○

四
四
○
○
○

二
五
五
○
○

価

格(

圓)

二
一
○

三
○
八

一
七
九

青
刈
大
豆
は
大
正
七
年
に
於
て
作
付
反
別
畑
四
反
収
穫
高
一
千
二
百
貫
価

格
五
十
八
円
を
算
せ
り
。

正
條
植
の
普
及

正
條
植
は
明
治
十
六
年
頃
先
ず
那
智
村
及
太
田
地
方
に
施
行
せ
ら
れ
た
る

も
の
に
し
て
従
来
の
除
草
法
は
専
ら
人
力
に
の
み
依
る
が
故
に
労
力
を
要
す

る
こ
と
多
大
な
る
が
正
條
法
に
依
り
て
植
付
け
を
為
す
時
は
除
草
機
を
用
い

て
除
草
を
し
得
る
の
利
益
が
あ
る
が
故
に
漸
次
各
地
方
に
普
及
せ
ら
れ
て
稲

田
植
付
け
に
一
新
紀
元
を
劃
し
し
従
っ
て
虫
害
駆
除
施
肥
等
の
上
に
も
幾
多

の
便
益
を
得
る
に
至
れ
り
。
先
年
前
大
阪
農
学
校
長
井
原
百
介
氏(

元
衆
議

院
議
員)

本
郡
を
巡
遊
し
帰
り
て
人
に
語
り
て
曰
く
、
正
條
植
の
効
果
如
何

を
視
ん
と
欲
せ
ば
宜
し
く
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
へ
行
く
べ
し
と
大
い
に
其
の

普
及
せ
る
を
激
賞
せ
り
と
云
う
。

短
冊
形
苗
代

短
冊
式
苗
代
は
明
治
二
十
二
三
年
頃
よ
り
漸
く
唱
導
せ
ら
れ
た
る
も
の
に

し
て
従
来
の
苗
代
は
害
虫
駆
除
等
に
は
甚
だ
不
便
な
る
を
以
て
之
を
改
良
す

べ
く
縣
当
局
に
於
て
奨
励
を
加
え
た
る
も
兎
角
之
を
実
行
す
る
者
多
か
ら
ざ
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り
し
が
明
治
二
十
八
年
に
至
り
縣
令
第
三
十
八
号
を
以
て
短
冊
形
を
強
要
し

之
に
背
反
し
た
る
も
の
は
制
裁
を
加
え
る
こ
と
と
な
り
た
る
を
以
て
之
を
実

行
す
る
に
至
り
大
い
に
其
の
利
を
覚
知
す
る
に
至
れ
り
之
又
農
業
上
の
一
変

遷
な
り
と
す
。

米

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

収
穫
高

粳

一
七
九
三
石

一
二
三
二
石

一
四
八
五
石

糯

一
六
一
石

一
一
二
石

一
三
○
石

計

一
九
五
四
石

一
二
四
四
石

一
六
一
五
石

平
均
反
当

粳

一
六
三
○
合

一
一
二
○
合

一
三
五
○
合

収
穫
糯

一
六
一
○
合

一
一
二
○
合

一
三
○
○
合

平
均
一
斗

粳

一
二
銭

二
○
銭

三
五
銭

価
格
糯

一
四
銭

二
○
銭

四
○
銭

麦
作
付
反
別

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

裸
麦
田

一
九
○
反

一
五
四
反

一
九
○
反

畑

二
一
○
反

一
八
○
反

一
一
○
反

小
麦
畑

一
○
反

一
○
反

一
○
反

合

計

四
一
○
反

三
四
四
反

四
一
○
反

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

収
穫
高
裸
麦
田

二
六
六
石

一
九
二
石

二
八
五
石

畑

一
八
九
石

一
四
四
石

二
一
○
石

小
麦
畑

九
石

八
○
石

九
石

合

計

四
六
四
石

四
一
六
石

五
○
四
石

価

格

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

裸
麦
田

一
八
六
二
円

一
九
二
○
円

五
七
○
○
円

畑

一
三
二
三
円

一
四
四
○
円

四
二
○
○
円

小
麦
畑

七
二
円

八
八
○
円

一
八
○
○
円

合

計

三
二
五
七
円

四
二
四
○
円

一
一
七
○
○
円

平
均
一
石
裸
麦

七
円

一
○
円

二
○
円

の
価
格

小
麦

八
円

一
一
円

二
○
円

三
、
普
通
農
産
物

普
通
農
産
物
は
米
を
最
多
と
し
麦
之
に
次
ぐ
、
米
の
作
付
反
別
は
粳
米
百

十
町
歩
に
し
て
糯
米
は
十
町
歩
合
計
百
二
十
町
歩
に
て
其
の
産
額
大
正
六
年

に
於
て
粳
米
一
千
二
百
三
十
二
石
糯
米
百
十
一
石
、
合
計
一
千
三
百
四
十
四

石
に
し
て
其
の
価
格
粳
米
二
万
四
千
六
百
四
十
四
円
、
糯
米
二
千
二
百
四
十

円
、
合
計
二
万
六
千
八
百
八
十
余
円
な
り
。

大
麦
は
其
の
作
付
反
別
田
地
百
九
十
町
歩
畑
地
二
百
二
十
町
歩
合
計
四
百

十
町
歩
に
し
て
其
の
産
額
大
正
七
年
に
於
て
五
百
四
石
、
価
格
一
万
一
千
七

百
円
な
り
と
す
。
其
他
の
雑
穀
類
は
大
豆
三
十
一
石
、
小
豆
十
石
、
豌
豆
二

十
二
石
、
蚕
豆
三
十
九
石
、
粟
十
一
石
、
黍
十
石
、
蕎
麦
二
十
石
に
し
て
其

の
価
格
大
豆
四
百
六
十
五
円
、
小
豆
二
百
円
、
豌
豆
二
百
六
十
四
円
、
蚕
豆

四
百
六
十
八
円
、
粟
百
六
十
五
円
、
黍
百
二
十
円
、
蕎
麦
二
百
六
十
円
に
し

て
其
の
産
額
何
れ
も
多
か
ら
ず
と
す
。(

大
正
六
年
調)

以
上
外
の
農
産
物
に
し
て
尤
も
多
額
な
る
は
甘
藷
に
し
て
其
の
産
額
大
正

四
年
に
は
十
万
貫
価
格
五
千
円
、
仝
五
年
に
は
七
万
五
千
貫
価
格
三
千
七
百

五
十
円
、
仝
六
年
に
は
三
万
七
千
五
百
貫
価
格
三
千
七
百
五
十
円
な
り
と
す
。

抑
も
甘
藷
の
本
縣
に
入
り
し
は
今
を
去
る
百
三
四
十
年
前
に
し
て
西
牟
婁
郡
西

ノ
谷
の
人
安
宅
川
弥
六
の
移
植
に
始
ま
り
し
も
の
に
し
て
忽
ち
各
地
に
伝
播
し

至
る
処
栽
植
せ
ざ
る
は
な
く
重
要
な
農
産
物
と
な
れ
り
。
後
慶
応
三
年
に
至
り

串
本
町
の
植
松
弥
六
な
る
も
の
阿
波
国
よ
り
別
種
の
甘
藷
を
移
し
来
り
之
を
試

植
せ
し
に
栽
培
簡
単
に
し
て
磽
土
痩
地
に
も
能
く
生
育
繁
茂
し
収
穫
も
多
量

な
り
け
れ
ば
忽
ち
各
地
に
移
植
せ
ら
れ
て
在
来
種
を
圧
倒
す
る
に
至
れ
り
。
是

れ
即
ち
九
州
藷
と
称
す
る
も
の
に
し
て
目
下
栽
植
の
甘
藷
は
其
の
大
部
分
は
九

州
藷
に
属
す
る
も
の
な
り
。

以
上
米
麦
の
外
食
用
農
産
物
の
産
額
は
大
正
四
年
一
万
一
千
百
八
十
四

円
、
仝
五
年
九
千
三
百
八
十
六
円
、
仝
六
年
は
九
千
百
七
十
四
円
に
し
て
特
用

農
産
物
は
未
だ
特
記
す
べ
き
程
の
産
額
な
し
。

米

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

作
付

粳

一
一
○
○
反

一
一
○
○
反

一
一
○
○
反

反
別

糯

一
○
○
反

一
○
○
反

一
○
○
反

計

一
二
○
○
反

一
二
○
○
反

一
二
○
○
反
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重
要
食
用
農
産
物(

量
は
収
穫
高

価
は
収
穫
価
格)

大
正
四
年

大
正
五
年

大
豆

量

四
二
石

三
六
石

価

四
六
二
円

三
九
六
円

小
豆

量

一
五
石

一
三
石

価

二
二
五
円

一
八
一
円

豌
豆

量

二
○
石

二
五
石

価

一
八
○
円

二
二
五
円

蚕
豆

量

三
九
石

四
五
石

価

三
五
一
円

三
六
○
円

粟

量

一
一
石

一
一
石

価

一
三
二
円

一
三
二
円

黍

量

九
石

一
○
石

価

九
○
円

一
一
○
円

蕎
麦

量

二
六
石

二
○
石

そ

ば

価

二
六
○
円

二
二
○
円

胡
麻

量

三
石

三
石

価

九
○
円

九
○
円

玉
蜀
黍
量

三
○
石

三
○
石

価

二
七
○
円

二
七
○
円

甘
藷

量

一
○
○
○
○
○
メ

七
五
○
○
○
メ

価

五
○
○
○
円

三
七
五
○
円

青
芋

量

二
五
○
○
○
メ

一
五
○
○
○
メ

価

一
二
五
○
円

四
五
○
円

蘿
蔔

量

一
五
○
○
○
メ

一
八
○
○
メ

す
ず
し
ろ

価

七
五
○
円

九
○
○
円

胡
籮
葍
量

四
○
○
メ

三
五
○
メ

に

ん

じ

ん

価

四
○
○
円

三
五
○
円

葱

量

四
○
○
メ

三
○
○
メ

価

八
○
円

六
○
円

牛
蒡

量

二
○
○
○
メ

二
○
○
○
メ

価

六
○
○
円

六
○
○
円

蓮
根

量

二
○
○
メ

一
○
○
メ

価

一
二
○
円

六
○
円

胡
瓜

量

八
○
○
メ

八
○
○
メ

価

九
六
円

九
六
円

大
正
四
年

大
正
五
年

南
瓜

量

八
○
○
メ

六
○
○
メ

価

四
八
円

三
六
円

茄

量

七
○
○
○
メ

七
○
○
○
メ

価

八
四
○
円

八
四
○
円

生
薑

量

一
二
○
○
メ

一
○
○
○
メ

価

三
○
○
円

二
五
○
円

慈
姑

量

四
○
○
メ

く

わ

い

価

四
○
円

合
計

価
一
一
一
八
円

九
三
八
六
円

大
正
六
年

大
正
七
年

大
豆

量

三
一
石

三
○
石

価

四
六
五
円

六
○
○
円

小
豆

量

一
○
石

八
石

価

二
○
○
円

一
七
六
円

豌
豆

量

二
二
石

二
五
石

価

二
六
四
円

七
五
○
円

蚕
豆

量

三
九
石

三
二
石

そ
ら

ま
め

価

四
六
八
円

八
○
○
円

粟

量

一
一
石

一
一
石

価

一
六
五
円

二
二
○
円

黍

量

一
○
石

一
○
石

価

一
二
○
円

一
五
○
円

蕎
麦

量

二
○
石

一
六
石

価

二
六
○
円

一
一
八
円

胡
麻

量

三
石

三
石

価

九
○
円

一
○
五
円

玉
蜀
黍
量

二
六
石

二
○
石

価

二
六
○
円

三
○
○
円

甘
藷

量

三
七
五
○
○
メ

七
五
○
○
○
メ

価

三
七
五
○
円

九
七
五
○
円

青
芋

量

七
五
○
○
メ

一
五
○
○
○
メ

価

四
三
○
円

二
二
五
○
円
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大
正
六
年

大
正
七
年

蘿
蔔

量

一
○
五
○
○
メ

一
二
○
○
○
メ

す
ず
し
ろ

価

八
四
○
円

一
六
八
○
円

胡
蘿
葍
量

二
○
○
メ

二
○
○
メ

に

ん

じ

ん

価

三
○
円

五
○
円

葱

量

二
○
○
メ

二
○
○
メ

価

六
○
円

四
○
円

牛
蒡

量

一
五
○
○
メ

一
五
○
○
メ

価

四
五
○
円

四
五
○
円

蓮
根

量

二
○
○
メ

一
五
○
メ

価

一
二
○
円

九
○
円

胡
瓜

量

六
○
○
メ

八
○
○
メ

価

七
二
円

一
○
○
円

南
瓜

量

五
○
○
メ

五
○
○
メ

価

三
五
円

一
○
○
円

茄

量

六
○
○
○
メ

六
○
○
○
メ

価

九
○
○
円

一
九
○
○
円

生
薑

量

七
○
○
メ

七
○
○
メ

価

一
七
五
円

二
一
○
円

合
計

価

九
一
七
四
円

一
九
九
四
九
円

四
、
蚕
業

養
蚕
業
は
明
治
四
十
年
頃
よ
り
之
を
始
め
明
治
四
十
一
年
に
は
模
範
桑
園

(

今
は
廃
止
す)

を
設
け
養
蚕
奨
励
に
努
る
所
あ
り
し
が
、
大
正
二
年
繭
価
の

高
騰
に
依
り
頓
に
斯
業
に
従
事
す
る
者
勃
興
し
来
り
爾
来
年
々
長
足
の
進
歩

を
な
し
大
正
七
年
に
は
総
価
格
約
五
千
円
に
達
す
る
の
好
況
と
な
り
、
夙
に

蚕
繭
の
優
良
な
る
を
以
て
著
名
な
り
。

尚
左
に
諸
統
計
を
示
す
。

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

春

蚕

五

秋

蚕

六

春
夏
秋
蚕

二
六

二
二

春
秋

蚕

四
○

四
五

四
○

合
計

四
五

七
一

八
一

春
蚕

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

養
蚕
戸
数

四
五

四
五

七
五

掃
立
枚
数

一
八
枚

一
九
枚

二
六
枚

繭

数
量

一
三
一
斗

二
五
○
斗

三
四
五
斗

価
格

七
九
九
円

一
六
七
五
円

三
○
四
二
円

平
均
単
価

六
一
銭

六
七
銭

八
八
銭

繭(

切
繭)

数
量

一
六
斗

二
八
斗

四
六
斗

価
格

三
○
円

四
七
円

一
四
五
円

平
均
単
価

一
九
銭

一
七
銭

三
二
銭

繭(

屑)

数
量

一
八
斗

一
九
斗

二
一
斗

価
格

五
四
円

五
一
円

八
○
円

平
均
単
価

三
○
銭

二
七
銭

三
八
銭

合
計
数
量

一
六
五
斗

二
九
七
斗

四
二
一
斗

価
格

八
八
三
円

一
七
七
三
円

三
二
六
七
円

夏
蚕

大
正
六
年

大
正
七
年

養
蚕
戸
数

二
六
戸

二
一
戸

掃
立
枚
数

一
○
枚

二
枚

繭
数
量

二
八
斗

二
四
斗

価
格

二
六
九
円

二
○
九
円

平
均
単
価

繭(

切)

数
量

三
斗

五
斗

価
格

九
円

一
七
円

平
均
単
価

三
○
銭

三
五
銭

繭(

屑)

数
量

一
斗

一
斗

価
格

三
円

四
円

平
均
単
価

三
六
銭

三
五
銭

合
計
数
量

三
二
斗

三
○
斗

価
格
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製
茶

製

茶

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

番
茶

数
量

八
○
○
メ

八
○
○
メ

価
格

四
○
○
円

四
○
○
円

秋
蚕

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

養
蚕
戸
数

三
五
戸

四
五
戸

八
一
戸

掃
立
枚
数

四
○
枚

五
四
枚

一
八
枚

繭

数
量

八
四
斗

一
一
一
斗

二
一
四
斗

価
格

四
三
七
円

一
二
九
○
円

一
八
八
一
円

平
均

単
価

五
二
○
銭

一
一
六
二
銭

八
八
銭

繭(

切)

数
量

一
二
斗

一
八
斗

三
二
斗

価
格

二
○
円

六
四
円

一
一
八
円

平
均

単
価

一
七
銭

三
六
銭

三
六
銭

繭(

屑)

数
量

一
四
斗

七
斗

一
二
斗

価
格

四
二
円

三
三
円

四
四
円

平
均

単
価

三
○
銭

四
八
銭

三
六
銭

合
計

数
量

一
一
○
斗

一
三
六
斗

二
五
九
斗

価
格

四
九
九
円

一
三
八
七
円

二
○
四
三
円

桑
畑

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

栽
培
反
別

五
五

五
五

五
五

見
積
反
別

六

六

六

計

六
一

六
一

六
一

茶
畑

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

栽
培
反
別

二
九

二
九

二
九

見
積
反
別

一
一

一
一

一
一

計

四
○

四
○

四
○

養
鶏
表

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

飼
育
戸
数

十
羽
未
満

一
○
二

一
二
三

一
二
三

五
十
羽
未
満

一

九

九

合

計

一
○
三

一
三
二

一
三
二

成
禽

数

二
一
四

三
六
八

三
六
八

雛

九
三

二
○
三

二
○
三

価

格

二
○
四
円

二
九
八
円

二
九
八
円

産
卵
個
数

二
二
六
八
四
個

二
五
○
○
○
個

二
五
○
○
○
個

産
卵
価
格

五
六
七
円

五
七
五
円

六
二
五
円

五
、
果
樹

果
樹
の
栽
培
は
甚
だ
盛
ん
な
ら
ず
。
柑
橘
の
如
き
も
大
正
七
年
度
の
産
額

六
百
四
十
四
円
に
し
て
内
夏
橙
は
四
百
八
十
五
円
を
占
め
普
通
蜜
柑
、
温
州

蜜
柑
、
八
ッ
代
、
ネ
ー
ブ
ル
の
如
き
は
何
れ
も
其
の
産
額
僅
少
な
り
と
す
。

又
梅
、
桃
、
梨
、
柿
等
は
何
れ
も
山
間
渓
谷
に
散
在
せ
る
も
の
に
し
て
、

農
園
と
し
て
栽
培
せ
ら
る
る
も
の
僅
少
な
り
。
故
に
此
の
産
額
何
れ
も
僅
少

な
り
と
す
。

柑
橘(

量
は
総
て
メ
、
価
格
は
円)

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

普
通
蜜
柑
量

二
五
○

二
五
○

二
○
○

一
四
○

価
格

三
八

三
八

四
○

四
九

温
州
蜜
柑
量

二
○
○

二
○
○

一
五
○

一
○
○

価
格

四
○

三
八

三
三

一
○
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大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

夏
橙

量
三
六
○
○

三
六
○
○

二
七
○
○

一
九
四
○

価
格

四
三
一

四
三
一

四
○
五

四
八
五

八
ッ
代

量

一
○
○

一
○
○

八
○

五
○

価
格

一
四

一
三

一
四

一
五

金
柑
量

四
○

四
○

三
○

二
○

価
格

六

六

五

六

ネ
ー
ブ
ル
量

八
○

八
○

六
○

四
○

価
格

四
○

四
○

三
○

二
四

其
の
他
の
量

三
○
○

三
二
○

二
四
○

二
二
○

柑
橘
価
格

四
八

四
八

三
六

五
五

合

計

量
四
五
九
○

四
五
九
○

三
九
六
○

二
五
一
○

価
格

六
一
七

六
一
四

五
六
三

六
四
四

果
実

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

梅

量

四
石

一
石

三
石

三
石

価
格

二
○
円

七
円

二
一
円

四
五
円

桃

量

五
メ

五
メ

五
メ

○

価
格

八
○
円

九
円

一
円

○

日
本
梨
量
一
二
○
○
メ

一
二
○
○
メ

一
二
○
○
メ

九
メ

価
格

二
一
六
円

二
一
六
円

二
一
六
円

九
円

生
柿

量
二
五
○
○
メ

一
○
○
メ

二
一
○
メ

○

価
格

二
六
五
円

一
三
円

二
一
○
円

○

合
計

量

四
石

一
石

三
石

三
石

量
三
七
○
五
メ

三
三
○
五
メ

一
四
一
五
メ

九
メ

価
格

五
八
一
円

二
四
五
円

四
四
七
円

五
四
円

六
、
林
業

藩
正
時
代
に
於
て
は
林
業
保
護
の
必
要
上
よ
り
し
て
留
山
、
留
藪
、
留
木

の
制
度
を
設
け
た
り
。
留
山
と
は
伐
採
を
禁
ず
る
山
林
に
し
て
官
有
地
あ
り

私
有
地
あ
り
「
此
の
山
は
癒
や
し
置
候
條
松
木
は
勿
論
、
下
草
に
て
も
一
切

刈
取
候
わ
ば
急
度
可
申
付
者
也
」
と
の
制
札
を
掲
げ
て
之
を
取
締
れ
り
。
留

め
藪
も
同
様
と
す
。
留
木
と
は
山
野
内
或
種
の
立
木
に
つ
き
伐
採
を
禁
じ
て

之
を
保
護
し
た
る
も
の
に
し
て
、
松
、
杉
、
檜
、
欅
、
楠
、
柏
の
類
は
之
を

六
木
と
称
し
、
公
有
地
は
勿
論
、
私
有
地
と
雖
も
一
切
伐
採
を
禁
ぜ
ら
れ
た

る
が
此
の
内
杉
、
檜
、
松
の
三
木
は
慶
安
の
頃
よ
り
口
熊
野
、
奥
熊
野
に
限

り
て
伐
採
を
許
さ
れ
た
る
も
、
楠
、
欅
、
柏
の
三
木
は
大
小
の
立
木
は
勿
論

枯
木
と
雖
も
一
切
申
し
出
間
敷
と
の
禁
令
あ
り
て
悉
く
之
を
帳
簿
に
記
入
し

木
に
印
を
附
し
置
き(

御
附
木
と
い
う)

て
之
を
保
護
せ
り
。

後
世
に
至
り
て
は
自
家
所
有
地
の
も
の
は
運
上
銀
を
出
し
て
其
の
伐
採
の

許
可
を
得
る
に
至
れ
り
。
一
般
人
民
は
こ
の
留
木
を
最
も
厄
介
視
し
若
し
所

有
林
地
に
留
木
の
幼
木
幼
芽
の
発
生
を
見
る
時
は
係
官
に
発
見
せ
ざ
る
内
に

秘
に
伐
り
去
り
て
他
の
雑
木
の
養
成
に
務
め
た
る
が
故
に
却
っ
て
保
護
木
の

減
少
を
見
る
の
奇
態
を
生
ず
る
に
至
れ
り
。

明
治
維
新
以
後
は
林
政
の
大
変
革
を
来
し
明
治
五
年
に
は
留
山
の
制
度
を

廃
し
従
来
伐
採
禁
止
し
居
り
し
官
私
有
林
は
之
を
払
下
げ
て
伐
木
開
墾
勝
手

た
る
べ
き
こ
と
と
な
り
明
治
六
年
に
は
「
私
有
林
に
生
立
之
、
松
、
杉
、
檜
、

楠
、
柏
、
欅
の
六
木
は
伐
木
不
成
候
処
向
後
願
出
不
及
、
勝
手
に
伐
木
差
許

候
事
」
と
の
布
達
あ
り
て
各
地
一
般
に
乱
伐
の
弊
を
生
じ
森
林
の
荒
廃
を
来

す
に
至
れ
り
。

明
治
十
一
年
頃
よ
り
政
府
は
山
林
保
護
、
植
林
奨
励
の
必
要
を
感
じ
爾
来

屡
々
規
則
を
発
布
し
て
戒
告
す
る
所
あ
り
し
も
人
民
に
於
て
も
漸
次
之
に
留

意
す
る
に
至
り
殊
に
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
後
材
木
価
格
暴
騰
し
て
林
界
非

常
の
盛
況
を
呈
す
る
や
至
る
処
植
林
に
熱
中
し
終
に
は
耕
宅
地
に
ま
で
植
え

付
を
な
す
も
の
あ
る
に
至
れ
り
。
明
治
三
十
年
森
林
法
の
発
布
あ
り
、
即
ち

現
行
森
林
制
度
の
基
礎
に
し
て
維
新
以
来
壊
頽
せ
る
林
業
制
度
を
整
理
し
茲

に
我
が
国
林
業
界
の
革
新
を
見
る
に
至
れ
り
。

本
村
所
属
の
林
野
面
積
は
約
一
千
六
百
町
歩
に
し
て
林
産
物
は
用
材
林
よ

り
製
出
す
る
丸
及
び
角
材
を
最
高
と
し
之
に
次
ぐ
は
木
炭
な
り
と
す
。
大
正

六
年
に
於
て
丸
及
び
角
材
は
一
万
三
千
八
百
五
十
四
円
、
木
炭
は
八
千
三
百

九
十
八
円
を
算
せ
り
。
製
炭
業
の
附
帯
事
業
な
る
醋
酸
、
石
灰
製
造
業
は
、

明
治
四
十
二
年
高
池
町
に
於
て
其
の
製
造
試
験
を
行
い
し
よ
り
漸
次
其
の
有

望
な
る
を
認
め
ら
れ
各
地
に
普
及
す
る
に
至
り
し
が
、
本
村
に
於
て
も
大
正
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五
年
に
於
て
六
百
四
十
貫
価
格
三
百
三
十
円
同
六
年
に
於
て
九
百
十
五
貫
価

格
九
百
十
二
円
を
算
す
る
に
及
び
尚
将
来
益
々
増
加
せ
ん
と
す
る
勢
な
り
。

其
の
他
の
林
産
物
は
椎
茸
に
し
て
大
正
五
年
に
於
て
は
百
斤
価
格
四
百
円

を
算
せ
り
。
同
六
年
に
於
て
五
百
斤
価
格
七
百
五
十
円
を
産
せ
り
。

民
有
林
野
面
積
調
査
表(

面
積
ハ
土
地
台
帳
ニ
依
ル)

部
落
有

五
百
三
十
三
町
六
反

寺
院
有

三
町
四
反

私

有

一
千

六
十
一
町
五
反

合
計

一
千
五
百
九
十
八
町
五
反

立
木
地

針
葉
樹
林

二
百
八
十
町
七
反

闊
葉
樹
林

九
百
四
十
二
町
七
反

混
諸

林

三
百
七
十
三
町
六
反

竹
林
五
反

合
計

一
千
五
百
九
十
六
町
五
反

林
産
物
表

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

丸
及
角
材
量

一
六
八
丸
石

二
三
七
○

一
四
五
三

価
格

五
○
四
○
円

一
三
八
五
四

一
四
五
三
六

椎
茸

量

八
○
○
斤

八
○
○

五
○
○

五
○
○

価
格

三
五
○
円

四
○
○

七
五
○

七
五
○

醋
酸
石
灰
量

六
四
○
メ

九
一
五

三
五
二
○

価
格

三
三
○
円

九
一
二

二
八
六
○

杉
皮

量

一
○
五
○
坪

六
二
六

六
○
○

価
格

二
一
四
円

一
九
○

二
四
○

檜
皮

量

四
五
○
坪

六
七
七

四
○
○

価
格

九
六
円

二
○
二

一
二
○

木
炭

量
三
万
五
千
メ

六
万
メ

八
万
三
千

五
五
六
二
○

価
格

二
万
五
千
円

六
万
円

八
三
九
八

二
七
○
一
二

棕
櫚

量

二
○
○
斤

二
○
○

価
格

三
○
円

四
○

合
計

三
八
五
○
円

一
二
○
八
一

二
四
三
三
六

三
九
二
五
八

七
、
漁
業

本
村
は
古
来
漁
業
繁
盛
の
地
な
り
し
な
り
。
鰹
漁
の
如
き
も
夙
に
潮
岬

会
合
に
加
入
し
た
り
。
潮
岬
会
合
と
は
潮
岬
を
中
心
と
し
東
は
本
村
下
田

原
浦
よ
り
西
は
周
参
見
浦
に
至
る
十
九
ヶ
村(

浦)

よ
り
成
立
し
た
る
鰹
漁

組
合
に
し
て
最
初
は
潮
岬
付
近
の
漁
業
者
が
年
々
同
地
に
集
合
し
て
漁
業

上
の
申
合
を
な
し
居
り
し
が
今
を
距
る
二
百
八
十
余
年
前
寛
永
十
四
年
に

至
り
前
記
十
九
ヶ
村
浦
の
代
表
者
が
同
地
に
会
合
し
て
従
来
の
申
合
や
習

慣
を
基
礎
と
し
て
一
の
規
約
を
設
け
之
を
潮
岬
会
合
と
名
付
け
り
。
爾
来

年
々
会
合
と
多
少
の
修
正
や
改
良
を
加
え
継
続
し
て
今
に
至
れ
り
。
而
し

て
本
村
が
最
初
よ
り
之
に
参
加
し
た
る
よ
り
見
れ
ば
此
の
鰹
漁
の
夙
に
発

達
せ
る
を
知
る
べ
き
な
り
。
然
る
に
漸
次
衰
退
し
て
今
や
殆
ど
其
の
跡
を

絶
ち
た
る
有
様
と
な
れ
り
。

秋
刀
魚
漁
は
本
郡
に
於
け
る
主
要
漁
獲
物
に
し
て
、
本
村
に
於
て
も
幕

末
の
頃
網
敷
三
帖
あ
り
好
漁
年
々
打
続
き
て
地
方
の
潤
沢
し
た
る
こ
と
他

漁
の
遠
く
及
ば
ざ
る
所
な
り
し
が
、
其
の
後
不
漁
打
続
き
現
今
本
村
に
は

当
該
漁
者
の
跡
を
絶
つ
に
至
れ
り
。

斯
く
の
如
く
本
村
の
漁
業
は
近
年
衰
微
に
傾
き
之
漁
獲
物
の
如
き
も
普

通
魚
類
に
於
て
年
額(

大
正
四
年)

三
百
五
十
円(

大
正
五
年)

六
百
三
十
円

(

大
正
六
年)

八
百
九
十
円
を
算
す
る
に
過
ぎ
ず
、
其
の
他
の
水
産
物
に
て

は
貝
類
に
於
て
年
額
五
百
余
円
二
番
柔
魚
に
て
参
百
余
円
を
算
す
る
に
過

ぎ
ざ
る
が
、
ひ
と
り
龍
蝦(

伊
勢
海
老)

に
至
り
て
は
そ
の
産
額
多
量
に
し

て
年
々
二
千
貫
価
格
三
千
余
円
を
算
し
、
天
草
と
共
に
本
村
主
要
の
水
産

品
せ
り
と
す
。

海
藻
類
は
石
花
菜(

天
草)

を
最
と
し
其
の
年
額
左
の
如
し

大
正
四
年

二
千
七
百
貫

三
千
七
百
円

大
正
五
年

三
千
五
百
貫

五
千
六
百
円

大
正
六
年

四
銭
五
百
貫

三
千

百
円

海
蘿(

布
海
苔)

は
年
額
百
五
十
貫
、
価
格
二
百
円
を
算
す
る
に
過
ぎ
ず

以
上
合
計
水
産
漁
獲
高
は
左
の
如
し

大
正
四
年

七
千

百
円

大
正
五
年

一
万

六
百
円

大
正
六
年

一
万
一
千
八
百
円
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水
産
製
造
物
と
し
て
は
干
烏
賊
あ
る
の
み
、
太
地
村
に
設
立
し
あ
り
し
熊

野
漁
業
株
式
会
社
は
大
正
六
年
十
二
月
其
の
事
業
場
を
本
村
に
移
し
八
角
網

を
使
用
し
漁
獲
を
試
み
た
る
も
其
の
成
績
良
好
な
ら
ず
目
下
休
止
中
な
り
。

下
田
原
漁
業
組
合
、
明
治
三
十
六
年
六
月
の
設
立
に
し
て
事
務
所
を
下
田

原
に
設
け
下
田
原
を
以
て
其
の
区
域
と
せ
り
。
施
設
事
業
は
共
同
販
売
、
遭

難
救
恤
の
二
項
也
。

水
面
利
用
調
査(
大
正
五
年
度
和
歌
山
水
産
試
験
場
事
業
報
告)

節
略

古
座
よ
り
田
原
に
至
る
間
は
津
荷
湾
其
他
の
湾
入
を
除
い
て
は
皆
岩
盤
に

し
て
波
浪
高
く
ド
ウ
メ
キ
ノ
鼻
、
石
切
ノ
鼻
、
杓
子
礁
、
高
森
出
礁
附
近
は

岩
盤
の
突
出
広
大
な
る
面
積
に
し
て
其
の
間
小
な
る
突
出
多
し
、
沿
岸
皆
遠

浅
に
し
て
底
は
土
砂
に
岩
石
を
交
え
、
フ
ノ
リ
、
テ
グ
サ
、
カ
ジ
メ
、
ヒ
ジ

キ
、
ア
マ
ノ
リ
等
産
額
多
し
。

河
川
に
は
古
座
川
、
下
田
原
川
及
び
津
荷
湾
に
流
入
す
る
河
川
を
除
き
て

は
小
な
る
谷
川
数
個
あ
れ
ど
も
殆
ど
水
量
な
し
。

古
座
川
口
、
津
荷
湾
、
下
田
原
河
口
は
鹸
度
稍
低
し
西
向
よ
り
橋
杭
附
近

に
至
る
沿
岸
に
は
小
な
る
砂
礫
に
し
て
所
々
に
岩
盤
あ
り
。
フ
ノ
リ
を
生
ず
。

テ
グ
サ
は
稍
少
な
し
。
大
島
の
外
洋
に
面
す
る
処
は
テ
グ
サ
産
地
と
し
て
名

あ
り
。

観
測
表

田
原
川
口
に
て

大
正
三
年
五
月
二
十
二
日
午
前
九
時
五
分

天
候

晴
れ

風
向

東

風
力

和

潮
候

満

気
温
二
二
、
○

水
温

一
九
、
三
○

比
重

一
○
○
、
一
六
二

漁
業
者
表

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

専
業

男

六

六

六

六

女

三

二

二

三

計

九

八

八

九

兼
業

男

六
六

六
六

四
○

四
○

女

二
○

二
○

一
九

二
○

計

八
六

八
六

五
九

六
○

合
計

男

七
二

七
二

四
六

四
七

女

二
三

二
二

二
一

二
二

男
女
合
計

九
五

九
四

六
七

六
九

漁
業
者
表

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

副
業

男

二
五

二
五

女

六

六

計

三
一

三
一

漁
船
表

五
噸
又
は
五
十
石
未
満
に
し
て
動
力
を
有
せ
ざ
る
も
の

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

新
船
数

一
九

一
○

二

一

造
概
価

五
七
○

三
二
○

一
○
○

一
○
○

廃
船
数

四

二

現
船
数

八
二

八
四

七
九

七
二

漁
獲
物
表

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

潤
目
鰮
量
一
、
○
八
○
メ

二
七

四
七

二
八
七

価
格

○
、
二
七
円

三

六

九
○

鰹
量

三
メ

一
一
二

八
四

価
格

二
円

九
四

一
一
○

小
鰹
量

六
四
メ

価
格

七
円

鯖
量

六
四
メ

一
四
○

四

六
三

価
格

七
円

三
五

二

三
九

鮪
量

二
○
メ

三
五

一
三
五

価
格

一
六
円

五
六

一
三
四

鰤
量

一
五
八

二
一
○
○

価
格

一
一
一

一
○
○

鱶
量

五
二

二
一

価
格

一
三

一
二

黒
鯛
量

五
二
二

一
九
五

七
三
八

五
七
三

価
格

一
五
九

三
一
二

四
三
九

四
一
○

鰺
量

九
一
メ

五
一

二
六

七
五
一

価
格

一
○

一
二

七

二
九
一

魣
量

五
五

三
七
三

四
二
二

価
格

二
四

一
七
七

二
八
四

秋
刀
魚
量

三
一
九

六
五
三

九
四
六

価
格

一
三
二

一
○
八

九
四
六
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大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

睦
量

二
九

価
格

六

其
他
量

一
五

九
一
五

価
格

一
四

二
七
八

計
量

一
一
四
四

価
格

三
五
三
円

六
三
六

八
九
三

二
八
七
五

貝
類鮑

量

四
一
三
メ

三
八
七

四
六
七

九
五
一

価
格

三
八
八
円

三
九
八

五
二
○

一
九
五
八

計
量

三
八
八
メ

三
八
七

四
六
七

九
五
一

価
格

四
一
三
円

三
九
八

五
二
○

一
九
五
八

其
の
他
の
水
産
物

二
番
量

一
九
七
八
メ

五
八
九

一
二
二
七

四
○
二
一

柔
魚
価
格

三
九
六

一
四
二

三
七
一

一
三
九
七

龍
蝦
量

一
三
三
五
メ

二
三
○
九

二
○
五
七

一
○
四
四

価
格

一
二
七
九
円

二
五
○
一

三
五
六
四

三
一
一
五

計
量

三
三
一
三
メ

二
八
九
八

三
二
八
四

五
○
六
五

価
格

一
六
七
五
円

三
○
四
一

三
九
三
五

三
五
六
二

藻
類石

花
菜
量
二
七
四
四
メ

三
五
二
七

四
五
五
一

一
八
○
一

価
格

三
七
二
九
円

五
六
五
四

三
一
四
六

三
一
四
六

和
布
量
一
六
八
九
五
メ

価
格
九

三
八
円

海
蘿
量

二
八
八
メ

一
五
三

七
○
九

価
格

二
五
八
円

二
一
六

二
一
四
七

其
他
量

九
五
三
一
メ

七
三
六
三

価
格

九
六
三
円

七
三
五

九
九
八

計
量

一
九
六
四
○
メ
一
三
三
四
六

三
○
六
七

価
格

四
六
六
七
円

六
八
七
九

四
○
九
七

六
七
○
七

合
計
量
二
四
四
八
六

二
○
二
七
四

一
九
六
七
五

価
格

七
一
一
○
円
一
○
六
九
四

一
一
八
○
○

一
六
○
五
二

水
産
製
造
物(

大
正
四
年)

二
番
鯣
量

二
十
六
メ

価
格
九
十
一
円

八
、
鉱
業

鉱
業
表(

大
正
五
年
十
二
月
三
十
一
日
調)

試
掘
の
部

銀
銅
一
区

試
掘
坪
数

五
万
一
千
五
百
五
十
坪

銅

一
区

仝

三
十
二
万
二
百
七
十
四
坪

計

二
区

仝

三
十
七
万
一
千
八
百
七
十
四
坪

採
掘
の
部

銀
銅
一
区

採
掘
坪
数

十
六
万
二
百
九
十
七
坪

但
し
稼
業
鉱
区
は
高
池
町
に
跨
が
る

鉱
産
物

銀
銅
鉱

粗
鑛

三
万
八
千
百
貫

仝

五
千
五
百
八
十
貫

販
売
高

八
千
四
百
八
十
貫

価
格

一
千
百
六
十
三
円

銅
鑛

粗
鑛

五
千
貫

精
鑛

一
千
貫

販
売
高

不
明

価
格

不
明

鉱
業
経
営
者
表

大
正
七
年
七
月
二
十
日
現
在

田
原
鉱
山

村
内
大
字
下
田
原

採
掘
開
始

大
正
四
年
十
一
月
二
十
三
日

鉱
物
の
種
類

銅

鉱
区
税
等
納
税
地

大
阪
市

鉱
業
権
者

大
阪
市
南
区
南
堺
川
町

和
田
卯
一
郎

佐
部
鉱
山

村
内
大
字
佐
部

採
掘
開
始

大
正
四
年
十
月
二
十
日

鉱
物
の
種
類

銀
銅

鉱
区
等
納
税
地

新
宮
市

鉱
業
権
者

横
浜
市
辨
天
通
り
五
丁
目

横
山
鹿
次
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九
、
商
業

商
業
は
主
と
し
て
大
字
下
田
原
に
行
わ
る
。
下
田
原
は
往
昔
船
舶
業
殷
賑

の
地
に
し
て
、
大
阪
よ
り
伊
勢
に
至
る
間
に
於
て
回
船
業
と
し
て
重
要
な
る

位
置
を
占
め
米
穀
食
塩
等
を
積
載
し
て
各
所
に
航
海
し
中
に
は
江
戸
に
航
せ

し
も
あ
り
而
し
て
其
の
取
引
先
は
主
と
し
て
新
宮
町
の
問
屋
な
り
し
が
同
町

の
問
屋
が
運
賃
其
の
他
船
乗
り
の
賃
金
を
定
む
る
に
は
下
田
原
船
主
の
意
見

を
聞
き
て
之
を
決
定
せ
し
も
の
な
り
。
安
永
九
年(

一
七
八
○)

の
調
書
に
依

れ
ば
本
村
に
大
船
十
二
艘
あ
り
し
が
降
り
て
文
化
年
中(

一
八
○
四
ー
一
八

一
一)

に
至
り
て
は
大
船
の
数
四
十
艘
に
及
び
明
治
以
後
に
至
り
て
も
其
の

業
益
々
盛
大
に
し
て
一
時
は
五
十
艘
の
多
き
に
及
び
内
東
京
通
い
は
四
艘
も

あ
り
明
治
十
九
年
に
は
千
三
百
四
十
石
積
の
大
船
新
造
せ
し
こ
と
あ
り
同
二

十
七
八
年
頃
に
は
三
十
八
艘
に
減
じ
爾
来
年
々
其
の
数
を
減
じ
て
終
に
は
二

艘
と
な
り
、
回
船
業
は
殆
ど
絶
滅
に
帰
せ
ん
と
せ
し
が
、
最
近
大
戦
勃
発
以

来
運
賃
の
暴
騰
に
伴
い
船
舶
業
一
時
大
い
に
勃
興
せ
し
が
客
年
大
戦
休
止
以

来
又
其
の
数
を
減
じ
て
今
は
八
艘
の
み
と
な
れ
り
。

金
融
機
関
と
し
て
は
明
治
二
十
六
年
串
本
町
の
株
式
会
社
鼎
立
銀
行
は
其

の
支
店
を
下
田
原
に
設
置
し
爾
来
継
続
中
な
り
。

港
湾
出
入
船
舶
表

商
船(

帆
船)

出
入
と
も
回
数
に
付
一
方
の
み
掲
ぐ
。

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

噸
数
船

船
数

二
○

二
○

二
七

三
○

噸
数

三
五
一
○

三
五
一
○

六
三
○

八
七
○

石
数
船

船
数

二
六

二
六

三
五

三
六

石
数

四
三
五
○

四
三
五
○

三
一
○
四

六
五
八
八

合
計
船
数

四
六

四
六

六
六

噸
数

三
九
四
五

三
九
四
五

四
五
二
九

第
七
章

教
育

一
、
小
学
校
設
置
以
前

旧
治
の
教
育
は
遥
と
し
て
考
う
べ
か
ら
ず
。
徳
川
氏
の
治
世
に
当
た
り

中
流
以
上
の
人
々
漸
く
教
育
の
必
要
を
感
じ
た
る
も
固
よ
り
今
日
の
如
く

一
般
に
普
及
す
る
に
至
ら
ず
、
僧
侶
、
医
師
若
し
く
は
稍
文
字
を
知
れ
る

も
の
に
就
き
て
字
を
習
う
に
す
ぎ
ず
。
当
時
の
教
育
法
は
寺
院
又
は
師
匠

の
私
宅
を
校
舎
に
充
て
児
童
年
歯
八
､
九
歳
に
至
れ
ば
寺
入
り
と
称
し
各
自

に
机
を
持
ち
寄
り
師
匠
ま
た
は
兄
弟
子
よ
り
素
読
を
受
け
習
字
を
な
し
商

家
の
子
弟
に
は
珠
算
を
授
け
た
り
。

素
読
に
用
い
た
る
教
科
書
は
往
来
尺
牘
集
、
實
語
経
、
童
子
経
、
商
売

往
来
当
に
し
て
稍
進
み
て
は
、
四
書
の
素
読
を
習
い
習
字
の
手
本
は
師
匠

又
は
先
輩
者
の
肉
筆
に
て
父
母
帖
、
古
語
、
往
来
の
類
い
を
用
い
授
業
時

間
は
毎
日
午
前
午
後
共
に
二
時
間
乃
至
三
時
間
位
に
し
て
大
半
草
子
に
習

字
の
み
な
り
。

又
授
業
料
は
別
段
の
規
定
な
く
入
学
の
際
に
束
修
と
し
て
米
或
い
は
金

子
を
納
め
其
の
他
五
節
句
、
正
月
、
盆
に
相
当
の
物
品
を
謝
儀
と
し
て
贈

呈
せ
る
に
過
ぎ
ず
。
而
し
て
本
村
に
於
け
る
寺
子
屋
教
育
は
固
よ
り
文
献

の
徴
す
べ
き
も
の
な
き
に
よ
り
之
を
知
り
が
た
し
と
雖
も
往
時
高
挟
金
兵

衛(

其
の
子
堅
操
良
節
は
当
村
檀
那
寺
住
僧
た
り
、
萬
延
二
年
没
す
。
高
池

正
法
寺
に
葬
る)

な
る
も
の
生
徒
を
集
め
て
授
業
し
事
あ
り
、
其
の
後
前
川

半
蔵(

現
太
一
郎
氏
祖
父)

又
生
徒
に
教
授
し
以
て
小
学
校
開
始
の
際
に
及

べ
り
と
い
う
。
但
し
其
の
詳
細
は
之
を
知
る
能
わ
ざ
る
を
遺
憾
と
す
。

二
、
小
学
校
設
置
以
後

明
治
五
年
八
月
政
府
に
於
い
て
学
制
の
発
布
あ
り
て
児
童
六
歳
以
上
は
悉

く
就
学
せ
し
め
、
家
に
不
學
の
徒
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
し
た
る
も
、
俄

に
其
の
設
備
を
見
る
に
至
ら
ず
。
依
然
寺
子
屋
師
匠
に
依
り
て
教
育
を
継
続

し
た
り
し
が
、
本
郡
に
て
は
同
六
年
五
月
古
座
小
学
校
の
創
設
を
初
め
と
し
、

同
七
月
新
宮
小
学
校
之
に
次
ぎ
て
設
立
せ
ら
れ
、
七
年
以
降
漸
次
殻
町
村
に

其
の
設
置
を
見
る
に
至
り
、
同
十
一
年
に
及
び
て
は
郡
内
全
般
に
略
ぼ
其
の

設
立
を
見
る
に
至
れ
り
。
古
座
小
学
校
は
初
め
之
を
牟
婁
第
一
小
学
校
と
称

し
旧
七
ノ
小
区
四
十
三
ヶ
村(

下
田
原
も
其
の
内
に
あ
り)

の
組
合
小
学
校
た

り
し
が
、
後
分
離
し
て
各
地
に
小
学
校
の
せ
っ
ち
を
見
る
に
至
れ
り
。

本
村
に
て
は
明
治
九
年
六
月
十
五
日
三
大
字
の
聯
合
を
以
て
下
田
原
檀
那


